
私達は毎日いろいろな小麦食品を食べ

ていますが、それが「小麦」からでき

ていることをほとんど意識せずに口に

しています。小麦粉ってどのくらい作

られているのだろう？ 何に使われてい

るんだろう？ 小麦の製粉ってどんな仕

事なんだろう？ 私たちは「小麦」につ

いて実はあまり知らないのではないで

しょうか？ そこで、「小麦な生活」第

３号では、「小麦」の基礎を勉強してみ

ました。

「小 麦 の 基 礎」 を ま と め て み ま し た。
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編集後記／小麦の基礎知識ということで、いろいろ調べましたが、基礎でこれだけいろいろな情

報があるとは・・頭がパンクしそうです。しかしながらこの「小麦のい・ろ・は」をお読みいただ

ければ今までとは違った「小麦の世界」が見えてきます！絶対です。読んでくださいね：）  今日食

べたうどんの品種は「○○」産地は「○○」と言えたらもう通です！　この資料を作りながら、こ

のブックの数字や情報の裏で、黙々と働いていらっしゃる小麦の生産者、製粉企業のみなさん、小

麦を使ってお仕事をされている方の日々の努力をみなさまにお伝えしたいなと思いました。（ R. I ）

●「小麦食品にかかわる生活者調査」

実施主体 ： コムギケーション倶楽部

夏調査:2010年9月（サンプル：20歳～69歳の男女 14,784人　調査地域：東京・愛知・
大阪 ・ 福岡）　

冬調査 :2011 年 2 月実施（サンプル：20 歳～ 69 歳の男女 18,859 人調査地域：　東京・
愛知 ・ 大阪 ・ 福岡 ・ 札幌）。

※データ：主食における「米」「小麦」「雑穀」のシェアは夏・冬調査、その他は夏調査。
対象地域はすべて東京、 大阪、 愛知、 福岡。 冬調査のみの北海道は今回の分
析では含まれていない。
※主食メニューとしてカウントした料理
＜米系メニュー＞ごはん、おにぎり、おかゆ・おじや、丼物、まぜごはん・炊込みご飯、
ハヤシライス、 チャーハン、 ピラフ・オムライス、 ドリア・リゾット、 ビーフン・フォー、
カレーライス、 寿司 ＜小麦系メニュー＞菓子パン、 惣菜パン、 サンドイッチ、 その
他の主食パン、 ハンバーガー、 パンケーキ、 ドーナツ、 マフィン、 うどん・きしめん、
そうめん・ひやむぎ、 パスタ料理、 焼そば、 ラーメン、 その他のめん、 カレー （ナン）、
お好み焼き 、 たこ焼き、 グラタン、 ピザ、 ぎょうざ ・ シュウマイ 、 肉まん ・ あんま
ん　＜雑穀系メニュー＞シリアル、 そば 
※「その他のめん」 は小麦を含有すると考えられるため、 小麦料理に含めている。

3
小麦は、 主食！

主食メニューにおける
米系料理、小麦系料理、雑穀系料理の割合

資料：総務省「家計調査」　
ベース：２人以上の世帯（農林漁家世帯を除く）

コムギケーション倶楽部 「小麦食品にかかわる生活者調査」

（※調査概要は奥付に記載）

主食メニューのうち 54% が米系料理、 44% が小
麦系料理。 「小麦」 が 「米」 にひっ迫。

コムギケーション倶楽部が実施したアンケート調査「小麦食

品にかかわる生活者調査」で、調査対象者が調査期間（１週間）

中に食べたすべての主食メニューの料理数（お皿の数に相当）

をカウントし、その割合を調べたところ、米系料理が 53%、

小麦系料理が 44%、雑穀系料理が 24% でした。

小麦系の料理の割合が多いのは、性別では女性、地域別では

大阪、家族類型別にみるとシングルで特に高く、米系メニュー

とほぼ同等の割合で食べられていることがわかりました。

女性は主食パン（全体平均の＋5.8 ポイント）やパスタの数

字が高く、洋風でヘルシーな料理を好む傾向があり、大阪は

主食パン（同＋5.7 ポイント）やたこ焼きなどのコナモン料

理がよく食べられています。また、シングルは手軽な惣菜パ

ン（同＋3.2 ポイント）やめん類の摂取率が高くなっています。

今まで主食といえば「米」でしたが、「小麦」の割合が「米」

にかなり迫ってきています。いまや「小麦」は日本人の主食

といってよいのではないでしょうか。

米とパン等の１人あたり支出額／月
（昭和38～平成 23年）

総務省が、 世帯の食料品支出額で平成 23 年、
パンが初めて米を上回ったと発表。

総務省が、家計調査によると２人以上の世帯の食料品支出額

で、平成 23 年にパンが初めてコメを上回ったと発表しまし

た。パンの年間消費額は 28,318 円で米の 27,428 円（前

年比 4.1％減）より多くなりました。

右のグラフは、この「家計調査」の世帯の家計費を世帯人数

で割り、ひと月１人あたりの食費の支出を長期的時系列で見

たものです。パンは堅調、米の消費額が下がっているのがよ

くわかります。（平成２３年の数字は、パンが 7７０円／月、

めんが４９５円／月、米が７５４円です。）

なお、右のグラフでは割愛しましたが、他の食費項目を見て

みると、「外食」「調理食品」の伸びが著しく、今後もひとり

暮らしの増加、高齢化を背景に、加工食品や、外食の伸長が

予想されます。これからの小麦食品は、手間や時間を省いたり、

手軽・気軽に利用できる加工食品や、ユニバーサル・デザイ

ン（高齢者でも開封しやすいパッケージの採用など）、新しい

小麦食品の価値（「飲み込みやすい」「歯ぐきを鍛える」など）

の提供がより大切になってくると思われます。

農林水産省「製粉工場実態調査」

小麦粉の主な用途（平成 22 年度）

小麦粉の用途、パン用４割、めん用３割

その他

工業用

家庭用

菓子用

めん用

パン用

9.8%

9.8%
7万 t

48 万 t
　13 万 t

11.8%

2.7%

58 万 t 40.0%

34.3%

196 万 t

雑穀系の
料理

小麦系の
料理 米系の

料理

54%

44%

2%

n=13,645,345（１週間の主食メニュー総計） 

※「工業用」 の用途とは糊や接着剤等への利用など。 「その他」 とは麩やかりんとうなどの
　用途を示している。

7,351,377 メニュー

5.970.933 メニュー

323,035 メニュー

米

パン

めん

円／月

168 万 t
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た
ん
ぱ
く
質
が
生
み
出
す

「小
麦
の
七
変
化
」

　

小
麦
粉
か
ら
は
、
パ
ン
、
う
ど
ん
、
そ
う

め
ん
、
ラ
ー
メ
ン
、
餃
子
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
・

と
多
種
多
様
な
食
品
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
小
麦
料
理

が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
西
洋
料
理
、
中
華
料
理
、

た
こ
焼
き
、
お
好
み
焼
き
、B
級
グ
ル
メ
ま
で
、

ま
さ
し
く
、
「
小
麦
の
七
変
化
」
で
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
小
麦
食
品

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
？　

そ

れ
は
小
麦
に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
に
鍵
が

あ
り
ま
す
。
小
麦
は
産
地
や
品
種
・
銘
柄
、

小
麦
の
等
級
に
よ
っ
て
た
ん
ぱ
く
質
の
量
と

質
が
異
な
り
、
グ
ル
テ
ン
の
力
に
差
が
あ
る

の
で
、
性
質
の
異
な
る
小
麦
を
ど
の
よ
う
な

割
合
で
配
合
し
て
製
粉
す
る
の
か
が
重
要
で

す
。

　

小
麦
粉
は
「
た
ん
ぱ
く
質
」
の
含
有
量
で
、

お
お
ま
か
に
「
強
力
粉
」「
中
力
粉
」「
薄
力
粉
」

と
い
う
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
向
く
食
品
が
大
体
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
麦
粉
に
水
を
加
え
て
練
る
と
た
ん
ぱ
く
質

の
一
部
が
グ
ル
テ
ン
と
い
う
物
質
に
変
化

し
、
そ
れ
が
膨
ら
ん
だ
り
、
伸
び
た
り
す
る

按
配
が
、
食
品
の
性
質
や
食
感
を
大
き
く
左

右
す
る
た
め
で
す
。
日
本
で
の
小
麦
粉
の
分

類
は
、
こ
の
た
ん
ぱ
く
質
の
含
有
量
に
よ
る

分
類
「
強
力
・
中
力
・
薄
力
」×

「
等
級
」（
後
述
）

が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
用
途
、
食
品
の
食
感
な
ど
に
合

わ
せ
て
小
麦
粉
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
非
常

に
多
く
の
種
類
の
小
麦
粉
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ス
タ
等
に
使
用
す
る
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
は
、
弾

力
に
富
み
、
透
き
通
る
よ
う
な
ガ
ラ
ス
質
で
、
粗
い
粒
（
セ

モ
リ
ナ
）
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
ふ
す
ま
（
外
皮
）
を

分
離
し
な
い
で
粒
全
て
を
使
う
「
全
粒
粉
」
や
「
末
粉
」（
後

述
）
と
と
も
に
別
分
類
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

大
手
４
社
に

生
産
量
の
７
５
％
が
集
中

　

小
麦
粉
生
産
は
大
手
４
社
に
生
産
量
が
集

中
（
約
７
５
％
）
し
て
い
ま
す
。
製
粉
業
界

で
は
積
極
的
に
合
理
化
を
進
め
、
工
場
の
統

廃
合
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は

中
小
製
粉
企
業
の
廃
業
と
大
手
製
粉
企
業
の

工
場
集
約
に
よ
る
大
型
化
が
あ
り
ま
す
。

内
陸
か
ら
臨
海
部
へ

　

製
粉
企
業
は
、
か
つ
て
は
国
内
の
小
麦
生

産
地
に
立
地
し
て
お
り
、
地
元
の
食
材
を
活

用
す
る
地
場
産
業
と
し
て
、
地
域
の
小
麦
粉

加
工
業
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
４
０
年
頃
か
ら
国
産
小

麦
の
生
産
が
減
少
し
、
原
料
小
麦
を
輸
入
に

依
存
す
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
内
陸
の
工

場
が
大
消
費
地
に
近
い
臨
海
（
千
葉
県
、
愛

知
県
、
兵
庫
県
等
）
の
食
品
工
場
団
地
へ
移

転
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

原
料
小
麦
の
輸
入
依
存
度
が
高
く
な
っ
て

い
る
今
日
、
臨
海
地
帯
の
工
場
は
原
料
調
達

を
し
や
す
く
、
大
き
な
消
費
地
が
そ
ば
に
あ

り
ま
す
が
、
内
陸
工
場
は
原
料
調
達
の
面
で

も
、
販
売
の
面
で
も
不
利
を
免
れ
な
い
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臨
海
部
に
工
場
を
持
つ
企
業
は
、
新
し
い

切
り
口
の
商
品
開
発
や
全
国
規
模
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
視
野
に
お
い
た
安
定
し
た
商
品
提
供
を

目
指
し
、
内
陸
部
の
中
小
企
業
で
は
地
場
産

小
麦
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
農
商
工
連
携

を
進
め
る
な
ど
、
日
々
切
磋
琢
磨
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

強力粉・中力粉・薄力粉が基本大手を中心に統廃合が進む 小麦粉の種類製粉企業の
概要

小麦粉の種類とつくられる食べもの[ 規模別 ] 製粉企業の基本データ

企業数
（平成 22 年）

工場数
（平成 22 年）

生産量
（平成 22 年）

千トン未満

3万 t 未満

3万 t以上

大手製粉企業
74.9%

13.8%

11.3%

0.1%

大手製粉企業

21.0%

大手製粉企業
4.2%

3 万 t 未満
42.9%

3 万 t 未満

51.0%

3 万 t 以上
7.6%

3 万 t 以上
9.4%

千トン未満
28.6%

千トン未満
35.4%

※中小製粉企業は、年間生産高で３分類している。

農林水産省の資料、資料：財団法人　製粉振興会ホームページを参考にコムギケーション倶楽部が作成。平成 10 年度は農林水産省「製粉工場実態調査」、平成 22 年度は協同組合全国製粉協議会および農林水産省調べ。

工場数
（平成 10 年 Vs 22 年）

平成 22

平成 10

0
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70

80

千
ト
ン
未
満

千
ト
ン
〜
３
万
ト
ン

３
万
ト
ン
以
上

大
手
製
粉
企
業

30
25

10 9

79

51
43

34

生産量
（平成 10 年 Vs 22 年）

平成 22

平成 10

千
ト
ン
未
満

千
ト
ン
〜
３
万
ト
ン

３
万
ト
ン
以
上

大
手
製
粉
企
業

3351

千トン件社

3675

577 553

937
675
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企業数
（平成 10 年 Vs 22 年）
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千
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満

千
ト
ン
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３
万
ト
ン
以
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大
手
製
粉
企
業

4
9 9

73

43

4

49

34

国産小麦
（品種）

薄力粉

蛋白質

含有量

（％）

※国産小麦は
ほとんどが

単独品種での
取り扱い

※輸出国で
銘柄の品質基準に

合わせて複数の
品種がブレンド

された状態で
輸入される。

輸入小麦
（銘柄）

主な用途

6

※おおよその目安

※この図表は「小麦の七変化」のイメージをつかんでいただくために作成したものです。実際には、小麦・小麦粉のブレンドのしかた、食品に使う小麦粉の種類は多様です。

←グルテンが弱い
　粒が柔らかい軟質小麦が多い
　こねない

グルテンが強く、よく伸びる→
硬質小麦が多い　

よくこねる　

グルテンが強いが
伸びない

※デュラム小麦の粗挽き

9 10 11 12 13 14 11〜14

中力粉 準強力粉 強力粉

アメリカ産
ダーク・ノーザン・スプリング

( DNS )

カナダ産
ウェスタン・アンバー・デュラム

( CWAD )

カナダ産
ウェスタン・レッド・スプリング

( CW )

オーストラリア産
プライム・ハード

( PH )

米国産
ハード・レッド・ウィンター

( HRW )

オーストラリア産
スタンダード・ホワイト

( ASW )

アメリカ産
ウエスタン・ホワイト

( WW )

ゆめちから
春よ恋　はるゆたか

ゆきちから
ニシノカオリ

ミナミノカオリ
ハナマンテン

ちくし W２号
タマイズミ

さぬきの夢 2009
ユメシホウ
ユメアサヒ

農林 61 号
ホクシン　さとのそら

きたほなみ　ネバリゴシ
あおばの恋　ユメセイキ
きぬの波　あやひかり

イワイノダイチ

和菓子

ラーメン

麩かりんとう

餃子の皮

食パン

ケーキ

クッキー

天ぷら

カステラ
ロールパン

スパゲティ

パスタ
菓子パン

フランスパン

うどん

そうめん

デユラム
セモリナ粉
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①
輸
入
小
麦…

   

「
相
場
連
動
制
」
へ

　

日
本
で
は
平
成
７
年
に
「
食
管
法
」
に
代

わ
っ
て
「
食
糧
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
国
家
貿
易
制
度
を
残
し
つ
つ

も
、
政
府
以
外
の
者
で
も
輸
入
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

(

た
だ
し
「
関
税
相
当

量
（T

E
）
」
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
り

ま
せ
ん

)

。
さ
ら
に
平
成
１
９
年
に
は
次
の

ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
相
場
連
動
制
」

　

製
粉
会
社
等
へ
の
輸
入
小
麦
売
渡
価
格
は

（
年
間
固
定
価
格
で
な
く
）
国
際
小
麦
価
格

に
連
動
し
た
「
相
場
連
動
制
」
を
導
入
。

②
Ｓ
Ｂ
Ｓ
方
式
（
売
買
同
時
契
約
方
式
）

　

需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
一

部
の
外
国
産
小
麦
銘
柄
に
導
入
。

　

ま
た
、
平
成
２
２
年
よ
り
、
国
が
一
定
期

間
備
蓄
し
た
後
に
販
売
す
る
方
式
が
廃
止
さ

れ
「
即
時
販
売
方
式
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
製
粉
企
業
は
２
・
３

か
月
分
の
備
蓄
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

②
国
産
小
麦…

　

 

「民
間
流
通
」
へ

　

国
産
小
麦
は
、
平
成
１
２
年
産
麦
か
ら
生

産
者
と
実
需
者
が
直
接
取
引
を
行
う
「
民
間

流
通
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、「
播
種
前
に
売
買
契
約
を
か
わ
す
」

「
品
質
評
価
を
反
映
し
た
入
札
に
よ
っ
て

価
格
を
形
成
す
る
」
等
の
取
引
ル
ー
ル
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
食
糧
法
」
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成
１
９
年
産
か
ら
は
麦
の
政
府
買
入
は
制

度
と
し
て
無
く
な
り
、
全
量
「
民
間
流
通
」

と
な
り
ま
し
た
。

１つの工程で数十〜百種の粉を採り分け製粉の工程

小麦の流通のあらまし

輸入小麦「政府売渡価格」の決定のしくみ

A B A B

 

 

4 10 4 410

(TE)

売渡し （相場連動制）

「国産小麦」 の流通 「輸入小麦」 の流通

政
府
売
渡
価
格

A 年の
売渡価格

B年の
売渡価格

資料：農林水産省の資料をもとにコムギケーション倶楽部が作成

マークアップ制度
平成７年まで開かれたガット（WTO）・ウルグアイ・ラウンドの農業合意で、日本への輸入小麦に対して適用される「マークアップ」（二次的な関税）の限度額が国際的に取り決められた。輸入麦

の政府売渡価格に上乗せされるマークアップは、経営所得安定対策の経費（国内産麦の生産振興）及び輸入麦の売買を行うために必要な政府管理経費に充当されている。

２等粉

３等粉

１等粉 高級食パン・ロールパン ラーメン・パン 高級めん、そうめん・冷や麦

うどん・ラーメン・クラッカー
菓子・天ぷら粉

食パン パン

生麩・焼麩（グルテン・デンプン）
合板などの接着剤・飼料

末粉

製
粉
工
程
の
あ
ら
ま
し

　

製
粉
に
は
下
図
の
よ
う
に
、
「
原
料
調
達
」

「
原
料
精
選
」「
粉
砕
」「
篩
（
ふ
る
い
）
分
け
」

「
純
化
」
な
ど
の
工
程
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

工
程
は
工
場
に
よ
っ
て
異
な
り
、
小
麦
・
小

麦
粉
は
製
品
に
な
る
ま
で
に
非
常
に
複
雑
な

経
路
を
た
ど
り
ま
す
。

　

「
原
料
精
選
」
工
程
で
は
、
用
途
や
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
原
料
の
ブ
レ
ン
ド

（
配
合
）
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

「
純
化
」
「
セ
モ
リ
ナ
粉
砕
」
「
篩
分
け
」

の
工
程
は
、
楽
譜
の
く
り
返
し
部
分
の
よ
う

に
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も
、

ロ
ー
ラ
ー
で
粉
砕
し
た
粉
を
何
枚
も
の
粗
さ

の
異
な
る
網
を
重
ね
て
篩
を
か
け
る
「
篩
分

け
」
は
圧
巻
で
す
。
。
篩
分
け
の
一
番
の
目

的
は
、
外
皮
（
ふ
す
ま
）
を
胚
乳
と
分
離
す

る
こ
と
で
す
が
、
日
本
の
製
粉
会
社
で
は
こ

の
工
程
で
何
種
類
も
の
粉
を
作
り
上
げ
ま

す
。
大
き
な
製
粉
工
場
で
は
数
十
〜
百
種
類

の
粉
（
上
が
り
粉
）
を
採
り
分
け
る
そ
う
で

す
。

　

上
が
り
粉
は
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
、
「
一
等
粉
」

「
二
等
粉
」
「
三
等
粉
」
「
末
粉
」
な
ど
の
等

級
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

外
国
で
は
一
般
的
に
、
粉
砕
し
た
ら
そ
の

ま
ま
（
ふ
す
ま
入
り
で
）
使
用
す
る
か
、
ふ

す
ま
を
と
り
の
ぞ
く
ぐ
ら
い
の
工
程
し
か
な

く
、
ふ
す
ま
は
飼
料
と
な
り
ま
す
。
日
本
で

は
、
三
等
粉
か
ら
も
麩
（
ふ
）
や
か
り
ん
と

う
を
作
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
、
小
麦
の
す

べ
て
を
無
駄
な
く
使
い
ま
す
。

　

日
本
の
製
粉
技
術
は
、
世
界
で
も
最
も
水

準
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
制
御
で
の
管
理
の
側
面
と
、
数
値

化
し
た
り
、
一
般
化
で
き
な
い
「
経
験
」「
勘
」

に
培
わ
れ
た
匠
の
技
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て

い
る
日
本
な
ら
で
は
の
技
術
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

輸入小麦：「相場連動制」、国産小麦：「民間流通」 小麦の流通

製粉工程のあらまし

「種類」×「等級」による小麦粉の用途（例）

原料調達調質タンク 原料精選

純化篩（ふるい）分け

出荷小麦粉サイロ（→袋詰め）

粉砕

調質タンクの中で約
1 日寝かした小麦は、
用途やお客様のニー
ズに合わせて原料の
ブレンド（配合）を
行います。

健全でない小麦粒、
きょう雑物、異物を
除去し、小麦の皮（ふ
すま）と胚乳（小麦
粉になる部分）とが
分離しやすくなるよ
うに適量の水を加え
調質タンクに送りま
す。

世界各国から到着し
た貨物船から荷揚げ
された原料は、ベル
トコンベヤで穀物サ
イロに納められ、製
造計画に従って工場
の原料タンクへられ
ていきます。

ロール製粉機にかけ
て①粒を大きく開く
ように破砕した後、
外皮をできるだけ砕
かないようにセモリ
ナ（胚乳）を分離し
ます。②細かく製粉
し、小麦粉にします。

粗挽き・粉砕工程の
後で、小麦を「シフ
ター」と呼ばれる 20
～30段（工場による）
のふるいにかけて分
別。数十～百種の「上
（あ）がり粉」「ふす
ま」を採り分けます。

分別したセモリナ
（胚乳）の破片に混
入している細かい不
純物を、「ピュリファ
イヤー」という機械
の風の力で分離。外
皮は「ふすま」とし
て製品化されます。

小麦粉サイロの小麦粉
は再びシフターでふ
るって異物などがない
ことを確かめます。自
動包装機で袋詰めされ
た小麦粉は金属探知機
を通し、立体自動倉庫
に出荷まで貯蔵します。

袋詰めの場合はト
ラックで、バルクの
場合は専用のタンク
ローリーに直接積み
込んで搬出します。

穀物サイロ

ロール粉砕器 シフター（ふるい機） ピュリファイアー

資料：農林水産省の資料をもとにコムギケーション倶楽部が作成

製粉企業の資料、｢小麦粉の魅力」財団法人製粉振興会、財団法人 製粉振興会ホームページをもとにコムギケーション倶楽部が作成

灰分

0.5%

1.0%

2〜3%

0.3〜0.4%

色

灰色

クリーム・白

強力粉 準強力粉 中力粉 薄力粉

各種の原料精選機

※何度も繰り返します。
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小
麦
の
輸
入
、

約
５
６
０
万
ト
ン

平
成
２
３
年
の
小
麦
の
輸
入
量
は
５
５
７
万

ト
ン
。
日
本
は
、
そ
の
９
割
を
輸
入
に
頼
り
、

安
定
的
に
小
麦
を
調
達
で
き
る
「
輸
出
大
国
」

の
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
３
国
か
ら
小
麦
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。

①
ア
メ
リ
カ　

３
２
４
万
ト
ン
（
５
８
％
）

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
は
全
体
の
６
割
程

度
で
す
。
製
パ
ン
に
向
く
ハ
ー
ド
小
麦
、
ダ
ー

ク
・
ノ
ー
ザ
ン
・
ス
プ
リ
ン
グ
（D

N
S

）

の
輸
入
量
が
増
え
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入

小
麦
の
約
半
分
に
な
り
ま
し
た
。D

N
S

は

硬
質
で
、
た
ん
ぱ
く
質
の
含
有
量
は
１
４
％

で
す
。
パ
ン
や
め
ん
に
配
合
さ
れ
る
た
ん
ぱ

く
質
１
１
・
５
％
の
ハ
ー
ド
レ
ッ
ド
・
ウ
ィ

ン
タ
ー
（H

R
W

）
と
菓
子
用
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
・

ホ
ワ
イ
ト
（W

W

）
が
残
り
を
ほ
ぼ
二
分
し

て
い
ま
す
。

②
カ
ナ
ダ　

１
３
０
万
ト
ン
（
２
３
％
）

　

平
成
１
０
年
ご
ろ
か
ら
最
も
製
パ
ン
に
向

く
と
い
わ
れ
る
ハ
ー
ド
小
麦
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
・

レ
ッ
ド
・
ス
プ
リ
ン
グ
（C

W

）
の
輸
入
量

が
減
少
し
、
パ
ス
タ
の
原
料
と
な
る
デ
ュ
ラ

ム
小
麦
の
輸
入
量
は
微
増
し
て
い
ま
す
。

③
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

１
０
２
万
ト
ン
（
１
８
％
）

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
量
は
平
成

１
０
年
ご
ろ
か
ら
漸
増
し
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
日
本
の
市
場
を
大
き
く
意
識
し

て
銘
柄
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
讃
岐
う
ど
ん

向
け
に
、
高
た
ん
ぱ
く
な
品
種
の
小
麦
を
ブ

レ
ン
ド
し
た
日
本
仕
様
の
銘
柄
（A

S
W

）

を
日
本
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
１
３
年
か
ら
輸
入
が
開
始
さ
れ
た
タ

ン
パ
ク
質
の
含
有
量
が
１
３
％
以
上
の
品
質

の
高
い
ハ
ー
ド
小
麦
、
プ
ラ
イ
ム
・
ハ
ー
ド

（P
H

）
の
輸
入
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成

２
０
年
７
月
か
ら
輸
出
国
家
貿
易
を
廃
止
。

貿
易
の
自
由
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
小
麦
生
産
は

北
海
道
が
リ
ー
ド

　

日
本
列
島
は
南
北
に
長
く
、
気
候
、
地
形
、

土
質
な
ど
が
入
り
組
ん
で
い
る
う
え
、
栽
培

様
式
か
ら
み
て
も
、
水
田
裏
作
小
麦
と
畑
作

小
麦
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模

に
栽
培
で
き
る
北
海
道
を
除
き
、
農
家
ご
と

の
作
付
面
積
が
小
さ
い
の
が
現
状
で
す
。
小

麦
は
比
較
的
乾
燥
し
た
土
地
が
適
し
て
お

り
、
気
候
や
地
形
に
適
す
る
北
海
道
が
国
産

小
麦
全
体
の
約
７
割
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
地
域
は
各
地
に
分
散
し
て
お
り
、
２

位
の
福
岡
が
５
・
８
％
、
麦
の
生
産
に
適
し

た
北
海
道
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い

ま
す
。

進
む
新
品
種
の
育
種

　

長
い
間
日
本
の
小
麦
の
主
力
だ
っ
た
「
農

林
６
１
号
」
に
代
わ
る
品
種
と
し
て
育
種
さ

れ
た
「
さ
と
の
そ
ら
」
が
平
成
２
４
年
度
か

ら
本
格
的
に
栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
栽

培
し
や
す
く
、
「
農
林
６
１
号
」
と
同
様
に

汎
用
性
が
高
く
、
色
が
ク
リ
ー
ム
色
で
も
ち

も
ち
感
の
あ
る
小
麦
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
麦
に
含
ま
れ
る
デ
ン
プ
ン
は
「
も
ち
も

ち
」
感
を
生
み
出
す
成
分
と
し
て
注
目
さ
れ

て
お
り
、
低
ア
ミ
ロ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
デ
ン

プ
ン
質
の
多
い
、
主
に
め
ん
用
の
小
麦
が

続
々
と
育
種
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
パ
ン
に
向
く
小
麦
は
な
い
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
各
地
で
た
ん
ぱ
く
質

含
有
量
の
多
い
小
麦
品
種
が
育
種
さ
れ
て
き

て
お
り
、
最
近
本
格
的
栽
培
が
開
始
さ
れ
た

超
強
力
小
麦
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
も
期
待
を
集

め
て
い
ま
す
。
新
品
種
が
導
入
さ
れ
て
か
ら

し
ば
ら
く
は
、
生
産
現
場
で
も
製
粉
企
業
や

食
品
加
工
の
現
場
で
も
試
行
錯
誤
が
続
き
ま

す
。

約 560 万 t を輸入。米国６割、カナダ・豪州２割75 万 t 生産。北海道 7 割。新品種の育成進む 輸入小麦国産小麦

小麦の輸入先国 ( 平成 23 年 )

輸入小麦の主要銘柄

小麦の輸入・国産別シェア(平成23年)

資料：総務省「貿易統計」、農林水産省「作物統計」

※コムギケーション倶楽部が作成

資料：総務省「貿易統計」

その他

カナダ

オーストラリア

アメリカ

輸入小麦

国産小麦

88.2％

11.8％その他

カナダ産ウェスタン・アンバー・デュラム

カナダ産ウェスタン・レッド・スプリング

アメリカ産ダーク・ノーザン・スプリング

オーストラリア産プライムハ－ド

アメリカ産ハード・レッド・ウィンター

（従来型 国産小麦）

オーストラリア産スタンダード・ホワイト

アメリカ産ウェスタン・ホワイト（ＷＷ）

CWAD

CW

DNS

PH

HRW

-

ASW

WW

カナダ

カナダ

アメリカ

オーストラリア

アメリカ

（日本）

オーストラリア

アメリカ

ハード

中間質

ソフト

アンバー

レッド

ダーク

ホワイト

レッド

レッド

ホワイト

ホワイト

春

春

春

冬

冬

冬

冬

冬

6.5～
9.0%

7.5～
10.5%

10.5～
12.5%

12.5～
14.0%

11.0～
14.0%

デ
ュ
ラ
ム

強
力
粉

準
強
力
粉

中
力
粉

薄
力
粉播

種
期

外
皮
の
色

硬
度

生
産
国

略
称

銘
柄
名

たんぱく質の含有量

58.1%
23.4%

18.4%

323.5万 t

50万 t

25万 t

130.3万 t

0.8万トン

102.2万 t
0.1%

総輸入量 ：557 万 t国内総生産量　：75万 t

都道府県別 Top15 ( 単位：t)

近年育成された小麦の新品種
（平成 11 年以降）

日本の小麦生産量 ( 平成 23 年 )

資料：農林水産省「作物統計」（平成 23 年）※農林水産省の資料を参考にコムギケーション倶楽部が作成

都府県計 

北海道 
33％

67％

全国 
北海道 
福岡 
佐賀 
群馬 
愛知 
埼玉 
滋賀 
熊本 
三重 
茨城 
栃木 
岐阜 
長野 
岩手 
大分 

746,300 
499,900 
43,000 
30,900 
22,600 
18,000 
15,700 
15,600 
14,200 
13,900 
10,600 
7,990 
7,500 
7,010 
6,690 
5,620 

67.0%
5.8%
4.1%
3.0%
2.4%
2.1%
2.1%
1.9%
1.9%
1.4%
1.1%
1.0%
0.9%
0.9%
0.8%

  
1 
  2 
  3 
  4 
  5 
  6 
  7 
  8 
  9 
  10 
  11 
  12 
  13 
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シェア

●日本めん用
きたほなみ （北海道）
きたもえ （北海道）

●日本めん用
あやひかり（埼玉・三重）
イワイノダイチ（栃木・静岡・愛知・岐阜）
きぬの波（群馬・茨城・埼玉）
さとのそら（群馬・栃木・茨城・埼玉・千葉）
きぬあかり（愛知）
■パン用
ニシノカオリ（三重）
ユメシホウ
ゆめかおり（茨城・栃木・長野）
□醤油・中華麺用
タマイズミ（岐阜・栃木・三重）

■パン用秋まき
キタノカオリ （北海道）
ゆめちから （北海道）
■パン用春まき
春よ恋 （北海道）
はるきらり （北海道）●日本めん用

ネバリゴシ
（青森・岩手・秋田・山形）
きぬあずま（福島）
あおばの恋（宮城）
ふくあかり（福島）
■パン用
ゆきちから（青森・岩手・秋田・山形・宮城・福島）

●日本めん用
ユメセイキ（長野）
■パン用
ユメアサヒ（長野）
ゆめかおり（長野）
ハナマンテン（長野）

関東・東海

東北

北信越

●日本めん用
トワイズミ（福岡） 
■パン・中華麺用
ニシノカオリ （佐賀・熊本・大分）
ミナミノカオリ （福岡・熊本・大分・長崎）
ちくしW２号（福岡）

九州

●日本めん用
ふくさやか（滋賀・山口）
ふくほのか（兵庫）
さぬきの夢2009(香川 )
■パン用
ニシノカオリ（京都・山口）
ミナミノカオリ（広島）

近畿・中国・四国

北海道

556.8 万 t

74.6 万 t

注）品種名の後は奨励都道府県（平成23年3月現在）


